
最
高
裁
判
所
平
成
一
一
年
一
月
二
一
日
第
一
小
法
廷
判
決：

民
集
五

三
巻
一
号
九
八
頁
、
判
時
一
六
六
七
号
六
八
頁
、
判
タ
九
九
五
号
七
一

頁
、
金
商
一
〇
六
四
号
一
一
頁
、
金
法
一
五
四
四
号
六
二
頁

(

請
求
異

議
等
事
件
、
平
成
八
年

(

オ)

第
二
五
〇
号
、
上
告
棄
却)

【
判
決
要
旨
】

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
一
項
に
よ
る
み
な
し
弁
済

の
効
果
を
生
ず
る
た
め
に
は
、
債
務
者
の
利
息
の
支
払
が
貸
金
業
者
の

預
金
又
は
貯
金
の
口
座
に
対
す
る
払
込
み
に
よ
っ
て
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
貸
金
業
者
は
、
右
の
払
込
み
を
受

け
た
こ
と
を
確
認
し
た
都
度
、
直
ち
に
、
同
法
一
八
条
一
項
に
規
定
す

る
書
面
を
債
務
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
事
実
の
概
要
】

Ｘ
は
、
貸
金
業
者
Ｙ
か
ら
二
〇
〇
〇
万
円
を
年
利
三
六
・
五
％
の
約

定
で
借
り
受
け

(

利
息
天
引)

そ
の
際
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
上
、

そ
の
所
有
不
動
産
に
根
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
Ｘ
は
約
定
の
利
息
を
支

払
い
、
そ
の
都
度
Ｙ
か
ら
期
限
の
猶
予
を
受
け
た
。
本
件
の
利
息
は
い

��－�－ (名城 ���)���

判
例
研
究債

務
者
の
利
息
の
支
払
が
貸
金
業
者
の
預
金
等
の
口
座
に
対
す
る
払
込
み

に
よ
っ
て
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
一

項
に
よ
る
み
な
し
弁
済
と
同
法
一
八
条
一
項
に
規
定
す
る
書
面
の
交
付
の
要
否

貸
金
業
規
制
法
四
三
条
に
お
け
る
書
面
の
要
否
事
件岡

林

伸

幸



下
さ
れ
る
ま
で
の
歴
史
的
理
論
的
背
景
を
た
ど
り
、
そ
の
上
で
本
判
決

を
検
討
す
る
。

�

利
息
制
限
法
に
関
す
る
判
例
理
論
の
変
遷

利
息
の
上
限
は
利
息
制
限
法
一
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、
刑
事
罰
が
科
せ
ら
れ
る
出
資
法
五
条
二
項

と
の
間
に
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
金
利
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ

で
利
息
制
限
法
所
定
の
制
限
を
超
過
す
る
利
息
の
約
定
が
無
効
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、
債
務
者
が
約
定
通
り
に
利
息
を
任
意
に
支
払
っ
た
場

合
に
、
制
限
超
過
部
分
が
残
存
元
本
に
充
当
さ
れ
る
か
否
か
が
か
つ
て

問
題
と
さ
れ
た
。

当
初
判
例
は
、
元
本
充
当
を
否
定
し
て
い
た
が

(

２)

、
後
に
変
更
さ
れ
、

｢

債
務
者
が
利
息
制
限
法
所
定
の
制
限
を
こ
え
る
金
銭
消
費
貸
借
上
の
利

息
・
損
害
金
を
任
意
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
右
制
限
を
こ
え
る
部
分
は
、

民
法
第
四
九
一
条
に
よ
り
、
残
存
元
本
に
充
当
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ

き
で
あ
る

(

３)｣

と
し
た
。
そ
し
て
判
例
は
、
利
息
制
限
法
所
定
の
制
限
を

こ
え
る
金
銭
消
費
貸
借
上
の
利
息
・
損
害
金
を
任
意
に
支
払
っ
た
債
務

者
は
、
制
限
超
過
部
分
の
充
当
に
よ
り
計
算
上
元
本
が
完
済
と
な
っ
た

と
き
は
、
そ
の
後
に
債
務
の
存
在
を
知
ら
な
い
で
支
払
っ
た
金
額
の
返

還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

４)｣

と
判
示
し
、
さ
ら
に
判
例
は

｢

債
務

者
が
利
息
制
限
法
所
定
の
制
限
を
こ
え
た
利
息
・
損
害
金
を
元
本
と
と

も
に
任
意
に
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
支
払
に
あ
た
り
充
当

に
関
し
て
特
段
の
意
思
表
示
が
な
い
か
ぎ
り
、
右
制
限
に
従
っ
た
元
利

合
計
額
を
こ
え
る
支
払
額
は
、
債
務
者
に
お
い
て
、
不
当
利
得
と
し
て
、

そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

(

５)｣

と
判
示

し
て
、
事
実
上
利
息
制
限
法
一
条
二
項
を
空
文
化
し
て
き
た
。

�

貸
金
業
法
四
三
条
一
項
の
制
定

判
例
が
前
述
の
よ
う
な
理
論
構
成
で
以
っ
て
消
費
者
保
護
を
図
っ
て

き
た
背
景
に
は
サ
ラ
金
問
題
が
あ
り
、
サ
ラ
金
禍
を
防
ぐ
た
め
に
、
貸

金
業
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
貸
金
業
者
を
登
録
制
に
し
た
上
、

様
々
な
義
務
を
課
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
ヤ
ミ
金
融
が
横
行
す
る
の
を

防
ぐ
等
の
名
目
で
、
同
法
四
三
条
一
項
に

｢

み
な
し
弁
済｣

の
規
定
を

置
い
た
。
こ
れ
は
利
息
制
限
法
の
規
定
や
一
連
の
判
例
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
貸
金
業
法
上
の
各
義
務
を
遵
守
し
、
利
息
が
任
意
に
支
払
わ
れ
た

場
合
に
は
、
有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
み
な
す
、
と
い
う
規
定
で

あ
る
。
つ
ま
り
同
法
の
各
種
の
義
務
を
遵
守
し
た
貸
金
業
者
に
特
典
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。

支
払
の
任
意
性
に
関
し
て
、
判
例
は
、｢

債
務
者
が
利
息
の
契
約
に
基

づ
く
利
息
又
は
賠
償
額
の
予
定
に
基
づ
く
賠
償
金
の
支
払
に
充
当
さ
れ

る
こ
と
を
認
識
し
た
上
、
自
己
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
支
払
っ
た
こ

と
を
い
い
、
債
務
者
に
お
い
て
、
そ
の
支
払
っ
た
金
銭
の
額
が
利
息
制

��－�－ (名城 ���)

債務者の利息の支払が貸金業者の預金等の口座に対する払込みによってされた場合における貸金業の規制
等に関する法律 ��条 �項によるみなし弁済と同法 ��条 �項に規定する書面の交付の要否
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ず
れ
も
Ｙ
の
銀
行
口
座
へ
の
払
込
み
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
と
こ
ろ
、

Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
貸
金
業
法
一
八
条
一
項
の
受
取
証
書
を
一
切
交
付
し
て

い
な
か
っ
た
。
Ｘ
は
、
受
取
証
書
の
交
付
の
な
い
本
件
の
利
息
の
支
払

に
は
貸
金
業
法
四
三
条
一
項
に
よ
る
み
な
し
弁
済
の
効
果
は
生
じ
な
い

か
ら
、
利
息
制
限
法
の
制
限
を
超
え
る
部
分
が
元
本
に
充
当
さ
れ
る
結

果
、
自
分
の
借
入
金
は
完
済
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
な
ど
と
主
張
し
て
、

Ｙ
に
対
し
、
①
公
正
証
書
に
基
づ
く
強
制
執
行
の
不
許
、
②
残
元
本
・

遅
延
損
害
金
債
務
の
不
存
在
確
認
、
③
根
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
登

記
手
続
を
求
め
た
。

一
審
・
原
審
と
も
に
Ｘ
の
主
張
を
認
め
、
そ
の
請
求
を
全
て
認
容
し

た
。
Ｙ
は
、
利
息
の
支
払
が
銀
行
口
座
へ
の
払
込
み
に
よ
っ
て
さ
れ
た

場
合
、
債
務
者
か
ら
受
取
証
書
の
交
付
の
請
求
が
な
い
と
き
は
そ
れ
が

な
く
て
も
貸
金
業
法
四
三
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
、
し
た
が
っ
て
本
件

各
利
息
に
は
み
な
し
弁
済
の
効
力
が
生
じ
る
な
ど
と
し
て
上
告
し
た
が
、

そ
の
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

【
判
決
理
由
】

｢

貸
金
業
者
と
の
間
の
金
銭
消
費
貸
借
上
の
利
息
の
契
約
に
基
づ
き
、

債
務
者
が
利
息
と
し
て
任
意
に
支
払
っ
た
金
銭
の
額
が
、
利
息
制
限
法

一
条
一
項
に
定
め
る
制
限
利
息
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
右
超
過
部

分
の
支
払
が
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
一
項
に
よ
っ
て

有
効
な
利
息
の
債
務
の
弁
済
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
右
の
支
払
が

貸
金
業
者
の
預
金
又
は
貯
金
の
口
座
に
対
す
る
払
込
み
に
よ
っ
て
さ
れ

た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
貸
金
業
者
は
、
右

の
払
込
み
を
受
け
た
こ
と
を
確
認
し
た
都
度
、
直
ち
に
、
同
法
一
八
条

一
項
に
規
定
す
る
書
面

(

以
下

｢

受
取
証
書｣

と
い
う
。)

を
債
務
者
に

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、

同
法
四
三
条
一
項
二
号
は
、
受
取
証
書
の
交
付
に
つ
い
て
何
ら
の
除
外

事
由
を
設
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
債
務
者
は
、
受
取
証
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
払
い
込
ん
だ
金
銭
の
利
息
、
元
本
へ
の
充
当
関

係
を
初
め
て
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る｣

。

【
研
究
】

一

問
題
の
所
在

�

は
じ
め
に

本
判
決
は
、
利
息
制
限
法
を
超
え
る
債
務
者
の
利
息
の
支
払
が
、
貸

金
業
者
の
口
座
等
へ
の
払
込
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
も
、
貸
金
業

法
四
三
条
一
項
の
み
な
し
弁
済
の
効
力
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
同
法
一

八
条
一
項
の
受
取
証
書
の
交
付
を
必
要
と
す
る
か
否
か
に
関
し
て
下
さ

れ
た
最
初
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る

(

１)

。
本
稿
は
、
ま
ず
本
判
決
が

判例研究

(名城 ���) ��－�－��	



条
一
項
二
号
は
、｢

同
項
の
み
な
し
弁
済
規
定
適
用
の
た
め
の
要
件
と
し

て
受
取
証
書
の
交
付
に
つ
い
て
除
外
事
由
を
一
切
定
め
て
い
な
い
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
債
務
者
は
弁
済
直
後
に
法
定
の
要
件
を
充
た
し
た
受
取

証
書
の
交
付
を
受
け
て
は
じ
め
て
利
息
制
限
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て

法
律
上
本
来
支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
債
務
の
内
容
を
具
体
的
に
認
識
計

算
で
き
る
の
に
、
そ
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
ま
ま
で
貸
金
業
法
四
三
条
一

項
の
み
な
し
弁
済
の
規
定
の
適
用
を
う
け
る
の
は
、
債
務
者
に
著
し
く

不
利
で
、
同
法
の
目
的
に
も
そ
わ
な
い

(

�)｣

と
い
う
理
由
付
け
を
加
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
貸
金
業
法
四
三
条
が
書
面
を
要
求
し
て
い
る
の

は
、
弁
済
の
事
実
の
み
な
ら
ず
、
元
利
充
当
関
係
の
事
実
も
明
ら
か
に

さ
せ
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
、
同
条
は
み
な
し
弁
済
規
定
適
用
の
た
め
の

要
件
と
し
て
受
取
証
書
の
交
付
に
つ
い
て
消
費
者
保
護
の
立
場
か
ら
除

外
事
由
を
一
切
み
と
め
て
い
な
い
こ
と
、
受
取
証
書
を
交
付
し
な
け
れ

ば
債
務
者
は
債
務
内
容
を
具
体
的
に
認
識
で
き
な
い
こ
と
、
等
を
理
由

に
判
決
例
は
交
付
必
要
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る

(

�)

。

⑤
大
阪
高
等
裁
判
所
平
成
元
年
三
月
一
四
日
第
八
民
事
部
判
決

(

�)

は
、

支
払
方
法
は
、
今
ま
で
紹
介
し
た
判
決
と
同
様
に
、
貸
金
業
者
の
預
金

口
座
に
対
す
る
払
込
み
で
あ
る
が
、
貸
金
業
法
一
八
条
二
項
の
方
法
に

よ
る
利
息
・
損
害
金
の
支
払
に
つ
き
、
貸
金
業
者
と
借
主
間
で
銀
行
作

成
の
振
込
金
受
取
証
を
も
っ
て
同
法
一
八
条
所
定
の
受
取
証
書
に
代
え

る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
こ
の
合
意
に
関

し
て
本
判
決
は
、
貸
金
業
法
四
三
条
の
趣
旨
を
、
③
④
判
決
が
挙
げ
た

理
由
に
加
え
、｢

同
法
は
、
こ
の
よ
う
に
貸
金
業
者
に
貸
付
に
お
け
る
厳

格
な
手
続
の
履
践
を
要
求
し
た
う
え
で
、
右
厳
格
な
手
続
を
履
践
し
た

業
者
に
つ
き
、
同
法
四
三
条
一
項
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
来
あ
く
ま
で
も
利
息
制
限
法
上
は
無
効
な
弁
済
を
、
例
外
的
に
有
効

な
弁
済
と
み
な
す
と
い
う
特
典
を
与
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る｣

と
し
た
上
で
、｢

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
き
四
三
条
一
項
は
強
行
法

規
と
証
す
べ
く
、
ま
た
、
文
理
上
の
一
八
条
二
項
の
場
合
に
は
ふ
れ
て

い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
同
法
四
三
条
一
項
は
あ
く
ま
で
も
同
条
所
定

の
要
件
を
す
べ
て
厳
格
に
履
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
適
用
さ
れ

る
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
一
八
条
書
面
の
作
成
交
付
は
同
法
四
三
条

一
項
適
用
の
必
須
要
件
で
あ
る
と
い
う
べ
く
、
し
た
が
っ
て
、
控
訴
人

主
張
の
振
込
金
受
取
証
は
、
単
に
当
該
支
払
分
の
支
払
の
事
実
を
証
す

る
に
す
ぎ
ず
、
一
八
条
書
面
の
作
成
交
付
に
は
代
わ
り
得
ず
、
ま
た
同

法
一
八
条
二
項
の
規
定
は
、
同
法
四
三
条
の
適
用
に
つ
き
、
同
法
一
八

条
二
項
に
よ
る
弁
済
が
な
さ
れ
た
と
き
に
、
一
八
条
書
面
の
交
付
を
擬

制
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る｣

と
判
示
し
て
、
本
件
合

意
を
無
効
と
し
て
、
受
取
証
書
の
交
付
を
必
要
と
し
た
。
つ
ま
り
⑤
判

決
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
受
取
証
書
を
不
要
に
す
る
こ
と
が
で

��－�－ (名城 ���)

債務者の利息の支払が貸金業者の預金等の口座に対する払込みによってされた場合における貸金業の規制
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���

限
法
一
条
一
項
又
は
四
条
一
項
に
定
め
る
利
息
又
は
賠
償
額
の
予
定
の

制
限
額
を
超
え
て
い
る
こ
と
あ
る
い
は
当
該
超
過
部
分
の
契
約
が
無
効

で
あ
る
こ
と
ま
で
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い

(

６)｣

と
判
示
し
て
、

債
務
者
が
求
め
た
超
過
利
息
等
の
返
還
を
認
め
な
か
っ
た
。

本
判
決
は
、
も
う
一
方
の
要
件
で
あ
る
貸
金
業
者
の
義
務
の
射
程
を

問
う
た
も
の
で
あ
る
。

二

判
例
の
検
討

�

は
じ
め
に

受
取
証
書
の
交
付
を
必
要
と
す
る
か
否
か
に
関
し
て
判
断
し
た
判
決

例
は
、
本
判
決
と
同
様
に
交
付
必
要
説
に
与
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、

本
判
決
に
至
る
判
決
例
の
形
成
過
程
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

�

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス

本
件
に
お
い
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
な
る
の
は
、
①
京
都

簡
易
裁
判
所
昭
和
五
九
年
八
月
八
日
判
決

(

７)

及
び
②
京
都
簡
易
裁
判
所
昭

和
五
九
年
八
月
一
〇
日
判
決

(

８)

で
あ
る
。
両
判
決
と
も
債
務
者
が
貸
金
業

者
の
預
金
口
座
払
込
み
の
方
法
に
よ
っ
て
弁
済
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
債
務
者
が
受
取
証
書
の
交
付
を
請
求
し
な
か
っ
た
の
で
、
貸

金
業
者
が
そ
れ
を
交
付
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
で
、
貸
金
業
者
が
み

な
し
弁
済
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
貸
金
業
法
一
八
条
一

項
所
定
の
受
取
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
判
示
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
判
決
が
原
告

(

貸
金
業
者)

の
欠
席
裁
判

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
理
由
付
け
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
両
判
決
に
続
い
た
の
が
、
③
佐
世
保
簡
易
裁
判
所
昭
和
六

〇
年
七
月
二
三
日
判
決

(

９)

で
あ
る
。
①
②
判
決
と
同
様
に
、
債
務
者
が
貸

金
業
者
の
預
金
口
座
払
込
み
の
方
法
に
よ
っ
て
弁
済
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
事
案
で
、
貸
金
業
法
一
八
条
一
項
所
定
の
受
取
証
書
の
交
付
が

必
要
で
あ
る
と
の
説
に
立
ち
、｢

け
だ
し
、
同
条
同
項
の
書
面
の
交
付
を

要
求
し
て
い
る
法
の
目
的
が
、
弁
済
の
事
実
の
み
な
ら
ず
、
元
利
充
当

関
係
の
事
実
も
明
ら
か
に
さ
せ
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
や
、
貸
金
業
法
一

八
条
二
項
は
、
弁
済
者
が
同
条
一
項
の
書
面
の
交
付
を
請
求
し
な
い
限

り
、
貸
金
業
者
が
こ
れ
を
交
付
し
な
く
て
も
刑
罰
を
課
せ
ら
れ
な
い
と

い
う
に
と
ど
ま
る
規
定
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

(

�)｣

と
の

理
由
付
け
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

�

交
付
必
要
説
の
流
れ

判
決
例
の
流
れ
は
、
完
全
に
交
付
必
要
説
に
傾
い
て
い
っ
た
。
④
大

阪
地
方
裁
判
所
昭
和
六
一
年
九
月
二
六
日
第
一
二
民
事
部
判
決

(

�)

は
、
同

じ
く
貸
金
業
者
の
銀
行
口
座
に
対
す
る
払
込
み
の
方
法
で
弁
済
す
る
と

さ
れ
て
い
た
事
案
で
、
受
取
証
書
の
交
付
を
必
要
と
し
、
そ
の
理
由
付

け
に
お
い
て
、
③
判
決
で
示
さ
れ
た
理
由
に
加
え
て
、
貸
金
業
法
四
三

判例研究
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よ
っ
て
受
取
証
書
の
交
付
を
不
要
に
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
、
極
め
て
厳
格
な
要
件
の
下
で
そ
の
例
外
を
示
し

た
判
決
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑧
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
九
年
一
一
月
一
七
日
第
一
七
民
事
部
判
決

(

�)

は
、�

�
�
(

現
金
自
動
貸
付
返
済
機)

を
利
用
し
て
債
務
者
が
債
権
者

で
あ
る
貸
金
業
者
に
対
し
て
し
た
借
入
金
等
の
返
済
と
貸
金
業
法
四
三

条
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
⑧
判
決
は
、｢

�
�
�
(

現

金
自
動
貸
付
返
済
機)

を
利
用
し
て
債
務
者
が
債
権
者
で
あ
る
貸
金
業

者
に
対
し
て
借
入
金
等
を
返
済
し
た
場
合
に
、
債
務
者
の
返
済
行
為
が

完
了
す
る
前
に
債
務
者
に
お
い
て
利
息
、
損
害
金
の
充
当
予
定
額
を
認

識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
務
者
が
貸
金
業
者
と
の

間
の
利
息
の
契
約
に
基
づ
く
利
息
又
は
賠
償
額
の
予
定
に
基
づ
く
損
害

金
の
支
払
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
支
払
っ
た
と
い
う
こ

と
は
で
き
ず
、
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
一
項
又
は
三

項
に
い
う
利
息
と
し
て
又
は
賠
償
と
し
て
の
支
払
に
該
当
し
な
い｣

と

判
示
し
て
、
み
な
し
弁
済
と
認
め
な
か
っ
た
。
従
来
の
判
決
例
が
銀
行

口
座
へ
の
振
込
で
す
ら
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
貸
金
業

者
の�
�
�
(

現
金
自
動
貸
付
返
済
機)

を
利
用
し
た
支
払
で
認
め
な

か
っ
た
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
下
級
審
判
決
の
流
れ
を
受
け
て
、
本
判
決
も
ま
た
銀
行

口
座
へ
の
払
込
み
の
方
法
に
よ
る
弁
済
に
関
し
、
受
取
証
書
の
交
付
な

し
に
み
な
し
弁
済
を
認
め
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
本
件
の
問
題
点
に
関
し
て
最
高
裁
判
所
が
従
来
の
判
決
例
を
支

持
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
基
本
的
に
確
立
し
た
点
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
。

三

学
説
の
検
討

�

は
じ
め
に

学
説
も
判
決
例
の
流
れ
と
同
様
に
、
交
付
必
要
説
が
圧
倒
的
な
通
説

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
論
的
に
は
三
つ
の
見
解
が
考
え

ら
れ
る
の
で
順
次
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

�

交
付
不
要
説

交
付
不
要
説
と
は
、｢

利
息
等
の
支
払
が
預
貯
金
口
座
へ
の
払
込
み
の

方
法
に
よ
り
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
弁
済
者
か
ら
受
取
証
書
の
交
付

の
請
求
が
な
い
と
き
は
、
貸
金
業
者
が
債
務
者
に
対
し
右
証
書
の
交
付

を
し
て
い
な
く
て
も
、
法
四
三
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
見
解
で

あ
り
、
①
法
一
八
条
二
項
の
場
合
に
は
、
弁
済
者
か
ら
受
取
証
書
の
交

付
請
求
が
な
け
れ
ば
同
条
一
項
の
適
用
が
そ
も
そ
も
な
い
か
ら
、
法
四

三
条
一
項
二
号
に
よ
っ
て
同
項
が
非
適
用
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

べ
き
こ
と
、
②
受
取
証
書
は
弁
済
後
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ

��－�－ (名城 ���)
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き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

⑥
名
古
屋
地
方
裁
判
所
平
成
七
年
五
月
三
〇
日
民
事
第
五
部
判
決

(

�)

は
、

利
息
が
天
引
さ
れ
た
場
合
に
、
貸
金
業
法
四
三
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否

か
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
⑥
判
決
は
、
利
息
が
天
引
さ
れ
た

場
合
に
つ
い
て
、｢
合
意
に
よ
り
利
息
の
天
引
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は

『

利
息
と
し
て
の
支
払』

に
は
当
た
ら
な
い
か
ら
、
右
利
息
金

に
つ
い
て
は
貸
金
業
法
四
三
条
の
適
用
の
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る

(

�)｣

と
判
示
し
た
上
で
、
銀
行
振
込
の
方
法
で
な
さ
れ
た
利
息
金
の

支
払
に
関
し
受
取
証
書
を
交
付
し
て
い
な
い
た
め
に
貸
金
業
法
四
三
条

は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
点
は
従
来
の
判
決
例
と
同
じ
で
あ
る

が
、
私
が
興
味
を
引
い
た
の
は
、
貸
金
業
者
が
借
主
か
ら
受
取
証
書
を

郵
送
し
な
い
で
欲
し
い
旨
を
申
入
れ
ら
れ
て
い
た
、
と
主
張
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
も
、
貸
金
業
者
が
み
な
し
弁
済
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
何
ら
か
の
方
法
で
受
取
証
書
を
債
務
者
に
交
付
す
る
方
法
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、
と
し
た
。
こ
の
点
は
あ
く
ま
で

傍
論
で
は
あ
る
が
、
貸
金
業
法
四
三
条
の
適
用
を
厳
格
に
考
え
る
判
例

の
流
れ
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑥
判
決
の
傍
論
を
正
面
か
ら
取
り
扱
っ
た
の
が
、
⑦
東
京
高
等
裁
判

所
平
成
九
年
一
一
月
一
三
日
第
四
民
事
部
判
決

(

�)

で
あ
る
。
⑦
判
決
も
弁

済
が
銀
行
振
込
の
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
事
案
で
あ
り
、
そ
の

場
合
に
も
受
取
証
書
の
交
付
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
上
、

借
主

(

鈴
木)

が
予
め
受
取
証
書
の
送
付
を
要
し
な
い
旨
を
申
し
出
て
、

受
取
証
書
の
交
付
を
積
極
的
に
拒
否
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
貸
金

業
法

｢

四
三
条
一
項
は
、
同
条
所
定
の
要
件
を
す
べ
て
厳
格
に
履
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
合

意
や
そ
の
一
方
の
申
出
に
よ
り
、
こ
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
、
貸
金
業
者
は
、

貸
付
時
の
優
越
的
地
位
を
利
用
し
て
、
債
務
者
に
、
一
層
簡
易
な
書
面

の
作
成
交
付
等
の
方
法
を
同
法
一
八
条
一
項
所
定
の
書
面
の
作
成
交
付

に
代
え
る
旨
の
合
意
や
、
右
書
面
の
受
領
拒
絶
の
申
出
を
強
要
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
同
条
が
規
定
さ
れ
た
意
義
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
と
な
る

(

�)｣

と
判
示
し
た
上
で
、｢

債
務
者
の
申
出
に
合
理
的
な
理
由
が

あ
り
、
そ
の
申
入
れ
が
真
摯
な
意
思
に
基
づ
く
場
合
で
、
貸
金
業
者
も

同
法
一
八
条
一
項
所
定
の
書
面
の
交
付
の
た
め
に
尽
く
す
べ
き
手
段
を

尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
交
付
で
き
な
か
っ
た
等
の
場
合

で
あ
れ
ば
格
別
、
本
件
の
よ
う
に
、
単
に
鈴
木
か
ら
予
め
受
取
証
書
の

送
付
を
要
し
な
い
旨
の
申
出
が
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
交
付
し
な
か
っ

た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
同
法
四
三
条
一
項
の
適
用
の
余
地
は
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る

(

�)｣

と
結
論
付
け
た
。
⑦
判
決
は
当
事
者
の
合
意
に

判例研究
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学
説
を
紹
介
す
る
中
で
示
さ
れ
て
き
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

�

本
判
決
の
影
響
力

本
判
決
は
受
取
証
書
の
交
付
必
要
説
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
貸
金

業
者
が
超
過
利
息
を
取
得
す
る
の
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
た
。
こ
の

点
は
十
分
に
評
価
し
た
い
と
考
え
る
が
、
し
か
し
特
に
大
手
の
貸
金
業

者
に
と
っ
て
、
自
分
の
銀
行
口
座
に
借
主
が
払
込
ん
だ
場
合
、
あ
る
い

は�
�
�
(

現
金
自
動
貸
付
返
済
機)

に
よ
っ
て
払
込
み
が
な
さ
れ
た

場
合
、
直
ち
に
受
取
証
書
を
交
付
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
は

容
易
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
の
み
に
よ
っ
て
は
、
サ
ラ
金

禍
を
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
裁

判
所
は
司
法
機
関
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
い
わ
ば
限
界
と

い
い
う
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
か
ら
先
は
立
法
機
関
の
仕
事
で
あ
る
。

本
判
決
を
通
じ
て
、
貸
金
業
法
四
三
条
の

｢

み
な
し
弁
済｣

の
廃
止
あ

る
い
は
出
資
法
改
正
に
よ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
解
消
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
、
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

(

１)

飯
塚
和
之

｢

債
務
者
の
利
息
の
支
払
が
貸
金
業
者
の
預
金
等
の
口
座
に

対
す
る
払
込
み
に
よ
っ
て
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
貸
金
業
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
四
三
条
一
項
に
よ
る
み
な
し
弁
済
と
同
法
一
八
条
一
項
に
規
定

す
る
書
面
の
交
付
の
要
否｣

�
�
�

六
九
〇
号

(

二
〇
〇
〇
年)

六
〇
頁
以

下
、
六
一
頁
。

(

２)

最
高
裁
判
所
昭
和
三
七
年
六
月
一
三
日
大
法
廷
判
決：

民
集
一
六
巻
七

号
一
三
四
〇
頁
。

(

３)

最
高
裁
判
所
昭
和
三
九
年
一
一
月
一
八
日
大
法
廷
判
決：

民
集
一
八
巻

九
号
一
八
六
八
頁
。

(

４)

最
高
裁
判
所
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
三
日
大
法
廷
判
決：

民
集
二
二
巻

一
二
号
二
五
二
六
頁
。

(

５)

最
高
裁
判
所
昭
和
四
四
年
一
一
月
二
五
日
第
三
小
法
廷
判
決：

民
集
二

三
巻
一
一
号
二
一
三
七
頁
。

(

６)

最
高
裁
判
所
平
成
二
年
一
月
二
二
日
第
二
小
法
廷
判
決：

民
集
四
四
巻

一
号
三
三
二
頁
。

(

７)

判
時
一
一
五
二
号
一
五
八
頁
、
判
タ
五
三
九
号
三
八
五
頁
。

(

８)

判
タ
五
三
九
号
三
八
五
頁
。

(

９)

判
時
一
一
八
七
号
一
二
一
頁
。
こ
れ
に
関
す
る
判
例
評
釈
と
し
て
、
森

泉
章

｢

貸
金
業
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
の

『

み
な
し
弁
済』

規
定

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
同
法
一
八
条
二
項
の
場
合
で
も
同
条
一
項

所
定
の
書
類
の
交
付
を
要
す
る
と
さ
れ
た
事
例｣

判
評
三
三
三
号

(

一
九

八
六
年)

一
六
八
頁
以
下
が
あ
る
。

(

�)

判
時
一
一
八
七
号
一
二
三
頁
。

��－�－ (名城 	
�)

債務者の利息の支払が貸金業者の預金等の口座に対する払込みによってされた場合における貸金業の規制
等に関する法律 ��条 �項によるみなし弁済と同法 �
条 �項に規定する書面の交付の要否

���

ろ
、
弁
済
後
に
元
利
充
当
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
重

要
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
を
そ
の
根
拠
と
す
る

(

�)｣

。
大
蔵
省

の
立
法
担
当
者
の
見
解
と
さ
れ
、
学
説
に
も

｢

一
八
条
二
項
が
一
定
の

場
合
に
受
取
証
書
の
交
付
を
不
必
要
と
し
て
い
る
以
上
、
四
三
条
一
項

と
の
関
係
で
も
や
は
り
そ
れ
は
不
必
要
と
解
す
る
方
が
貸
金
業
法
の
解

釈
と
し
て
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

�)｣

と
し
て
支
持
す
る
見
解
も
あ
る
。

�

交
付
必
要
説

交
付
必
要
説
と
は
、｢

貸
金
業
者
が
法
四
三
条
一
項
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
預
貯
金
口
座
へ
の
入
金
を
通
常
知
り
う
る
時
点
で
、
そ
の

都
度
、
直
ち
に
受
取
証
書
を
交
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
す
る
見
解
で

あ
り
、
①
法
四
三
条
一
項
二
号
は
、
受
取
証
書
の
交
付
を
同
項
適
用
の

積
極
的
要
件
と
し
て
お
り
、
何
ら
除
外
事
由
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

②
弁
済
直
後
に
受
取
証
書
が
交
付
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
債
務
者
は
、
法

律
上
負
う
べ
き
債
務
の
内
容
を
計
算
で
き
、
他
方
で
、
請
求
額
の
う
ち

法
律
上
支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
債
務
を
認
識
し
、
貸
金
業
者
に
対
す
る

権
利
主
張
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
手
段
が
与
え
ら
れ

て
い
る
の
に
こ
れ
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
が
法
四
三
条
一
項
の
特
別

扱
い
を
認
め
る
前
提
と
な
る
と
い
う
べ
き
こ
と
、
な
ど
を
そ
の
根
拠
と

す
る

(

�)｣

。
こ
れ
以
外
に
も
判
決
例
を
紹
介
し
た
際
に
様
々
な
理
由
付
け

が
示
さ
れ
て
お
り
、
学
説
上
も
圧
倒
的
多
数
が
こ
の
見
解
を
支
持
し
て

い
る

(

�)

。
�

不
適
用
説

不
適
用
説
と
は
、
貸
金
業
法
四
三
条
一
項
二
号
は
、｢

法
第
一
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
所
定
の
受
取
証
書
の
交
付
が
あ
る
こ
と
を
要

件
と
す
る
が
、
前
記
の
場
合
に
お
い
て
弁
済
者
の
請
求
が
な
い
と
き
は
、

同
条
第
一
項
の
適
用
が
な
い
の
だ
か
ら
、
貸
金
業
者
が
任
意
に
受
取
証

書
を
交
・
送
付
し
て
も
、
そ
れ
は
、
法
第
一
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
交
付
に
該
当
し
な
い
か
ら
、
未
だ
、
本
条
第
一
項
第
二
号
の
要
件
を

充
足
し
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
る

(

	)｣

。
こ
の
見
解
は
理
論
的
な
可
能
性
と

し
て
、
大
森
法
務
省
民
事
局
参
事
官
が
引
き
合
い
に
出
し
て
批
判
の
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
支
持
者
は
い
な
い
。

四

私
見




基
本
的
枠
組

本
件
に
関
す
る
判
決
例
・
学
説
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
私
は

基
本
的
に
は
通
説
で
あ
る
交
付
必
要
説
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
た
と
え
当
事
者
の
合
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
銀
行
振
込
な
ど

の
場
合
に
、
そ
の
振
込
金
受
取
書
を
も
っ
て
貸
金
業
法
一
八
条
一
項
所

定
の
受
取
証
書
に
代
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
判
決
を
支
持
す
る
。
そ
の
理
由
付
け
に
つ
い
て
は
、
判
例
・

判例研究
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(

�)

判
タ
六
五
二
号
二
四
六
頁
。

(
�)

判
タ
六
五
二
号
二
五
〇
頁
。

(

�)
京
都
地
方
裁
判
所
昭
和
六
三
年
八
月
一
九
日
民
事
第
六
部
判
決：

判
時

一
三
二
八
号
一
〇
六
頁
。
同
旨
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
九
年
六
月
一
〇

日
第
二
民
事
部
判
決：

金
商
一
〇
三
七
号
一
六
頁
。

(

�)

判
タ
七
〇
五
号
一
七
五
頁
。

(

�)

判
タ
八
九
七
号
二
一
三
頁
。

(

�)

判
タ
八
九
七
号
二
一
七
頁
。

(

�)

判
タ
九
九
五
号
一
七
一
頁
。

(

�)

判
タ
九
九
五
号
一
七
四
頁
。

(

	)

判
タ
九
九
五
号
一
七
四
頁
。

(


)

金
商
一
〇
四
七
号
三
頁
。

(

�)

判
時
一
六
六
七
号
六
九
頁
の
コ
メ
ン
ト
。

(

�)

神
前
禎

｢

貸
金
業
法
四
三
条
の

『

み
な
し
弁
済』

―
同
法
一
八
条
二
項

の
場
合
に
お
け
る
受
取
証
書
交
付
の
必
要
性｣

ジ
ュ
リ
九
四
二
号

(
一
九

八
九
年)

一
一
五
頁
以
下
、
一
一
六
頁
。

(


)

判
時
一
六
六
七
号
七
〇
頁
の
コ
メ
ン
ト
。

(

�)

森
泉
章
編
著

『

貸
金
業
規
制
法

(

第
四
版)』

(

一
粒
社
・
一
九
九
三
年)

二
九
六
頁
、
鎌
野
邦
樹

『

金
銭
消
費
貸
借
と
利
息
の
制
限』

(

一
粒
社
・
一

九
九
九
年)

三
三
五
頁
、
大
森
政
輔

｢

貸
金
業
規
制
法
第
四
三
条
に
つ
い

て｣

判
時
一
〇
八
〇
号

(

一
九
八
三
年)

三
頁
以
下
、
一
一
頁
、
森
泉
章

｢

貸
金
業
規
制
法
四
三
条
の

『

み
な
し
弁
済
規
定』

の
意
義｣

判
時
一
〇
八

一
号

(

一
九
八
三
年)

三
頁
以
下
、
八
頁
、
小
田
部
胤
明

｢

貸
金
業
法
四

三
条
の
要
件
と
立
証｣

判
時
一
〇
八
一
号

(

一
九
八
三
年)

一
一
頁
以
下
、

一
六
頁
、
同

｢

貸
金
業
規
制
法
と
利
息
制
限
法｣

ジ
ュ
リ
八
〇
七
号

(

一

九
八
四
年)

六
頁
以
下
、
一
二
頁
、
飯
塚
前
掲
六
三
頁
、
森
泉
章

｢

債
務

者
の
利
息
の
支
払
が
貸
金
業
者
の
預
金
等
の
口
座
に
対
す
る
払
込
み
に
よ
っ

て
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
一
項

に
よ
る
み
な
し
弁
済
と
同
法
一
八
条
一
項
に
規
定
す
る
書
面
の
交
付
の
要

否｣

判
評
四
八
八
号

(

二
〇
〇
〇
年)

二
〇
八
頁
以
下
。

(

�)

大
森
前
掲
判
時
一
〇
八
〇
号
一
一
頁
。

判例研究
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